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プテラポゴン・カウデルニィ（テンジクダイの仲間）が繁殖しました。この魚はオス親が卵をふ化まで 

口の中で保育する「口内保育」という繁殖生態です。ところが今回オス親が卵を吐き出してしまった 

ため、ふ化までの期間を人工保育する必要がありました。卵は常に全方位から新鮮な海水を当て続け 

なくてはいけません。そこで考案したのがペットボトルの底を抜き、逆さまにして飲み口から水を吹き

上げる構造の水槽です。初の試みではありましたが順調に成長し、ふ化に至りました。 
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